
　東京秋工会会員の皆様には、益 ご々
清祥のこととお喜び申し上げます。また、
平素から同窓会へ格別のご支援、ご協
力をいただいていることに、深く感謝申し上げます。
　令和4年(2022年)度も新型コロナに始まり新型コロナに終わ
りました。第8波がほぼ終息しましたが最近第9波が始まろう
としている傾向にあります。
　今年度4月に入って新型コロナウイルス感染症対策本部か
ら「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針の廃止
について」決定がされました。このことは令和5年5月7日をもっ
て新型インフルエンザ等感染症と認められなくなる旨が公表
され、これに伴い、同月8日に同法の5類感染症に位置づけられ
ることとなりました。従って、私たちの生活がより負担が大きく
なることが懸念されます。
　このような社会状況下にあっても私たちは、感染リスクを最小
限にとどめて、コロナと向かい合っていかなければなりません。
　また、令和4年度は各種の犯罪が多い年でありました。警察庁
の「令和4年の犯罪情勢」では犯罪類型ごとの分析によると、

 ① 刑法犯　　　　　② 特殊詐欺
 ③ サイバー事案　　④ 人心安全関連事案
 ⑤ 体感事案

等が増加しているようです。
　特殊詐欺事件の背後においては、犯罪者グループ等や特殊
詐欺の実行犯に対して、預貯金口座、携帯電話、電話転送サー
ビス等の提供を行ったり、電子マネー利用番号等の転売、買取
り等を行ったりしている悪質な事業者の存在が依然として認め
られているようです。
　特に私たちには、特殊詐欺についてお互い十分に気を付けた
いものと思います。

　さて、東京秋工会の令和4年度の活動は、p43「総会第3号議
案の活動報告」に記載した通りです。

　特筆すべきは、新型コロナの収束傾向に当たる昨年7月3日・
日曜日にアルカディア市ヶ谷で3年ぶりに「総会・金砂健児の集い」
を開催できたことであります。5月21日には立川で会報の発送
作業を終了し、参加者数が総勢90名弱ではありましたが、母校
の佐藤校長を初め多くのご来賓の方々をお迎えし、盛会裏に
終了しました。これはひとえに役員の方々のご支援とご協力の
賜物であったと感じております。ありがとうございました。
　ただ、「総会・金砂健児の集い」を7月に実施するにあたり、例年
と比較して、編集・校正の時間が年度またぎの繁忙期となり印刷
までのスケジュールがタイトとなり役員の方 に々多大なご苦労を
してもらわなければならないこととなって仕舞いました。

　今年度は例年の通り、その点を改善することとし、11月に開催
を予定することとし、役員一同の諒解を得ることができました。
　また、同窓会組織の活性化・充実に関しても、役員会を7回
実施し会費納入会員数の確保実現のため、会員の掌握・掘り起
こしに頑張ってまいりました。

　また、2022年年末～年明けにかけて母校の発展に寄与する目
的で、①～③の競技に応援の有志を募って参加してきました。

① 全国高校駅伝競走大会（京都・西京極競技場）12月25日で
　 の詳細は、嵯峨副幹事長の応援報告をご参照ください。

② 全国高校ラグビー大会（大阪・花園競技場）12月28日は初戦
　 が前回負けている高校なので雪辱戦の意味合いもありま
　 したが、ようやく勝利することができました。

③ 全国柔道選手権大会(東京・日本武道館)では2023年3月21
　 日・火曜日祝日に行われ、団体戦の初戦は勝利しましたが
　 2回戦では優勝校と対戦し惜しくも勝利にはなりません
　 でした。

④ 「けやき会」の房総ロマン旅行にも参加させていただきました。

　今年度の活動方針としては、会報に記載させていただきま
したが、ご理解並びにご了承をお願いいたします。
　なお、令和4年度の会計監査を2023年4月7日に実施しま
した。その結果は「会報 2023 VOL.31」にてご報告させてい
ただきます。
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